
第16回日中韓環境教育ネットワーク・シンポジウム

　2014年に開催された「ESDに関するユネスコ世界会議」の1周年となる10月に、ESDを進めていくための重要な分野である「若者」
「企業」「環境教育」「協働・コミュニティ」のテーマについて、事例紹介をふまえ、これからどのようにESDを推進していくのかを話
し合います。 なお、ESDフォーラム2015 in 岡山は、環境省が主催となるTEEN16シンポジウムとあわせて行います。午後の環境教育
の分科会の中で、中国、韓国、日本（岡山）の事例発表があります。
※日中韓環境教育ネットワーク（TEEN）は、2000年の日中韓環境大臣会合にて、市民レベルの環境共同体意識の向上を具体化するプロジェクトとして開始されたのがはじまりです。本活動は、日中韓三カ国から環境
教育の専門家等を集め、環境教育に関する情報交換を通じて、日中韓の環境教育ネットワークを推進し、ひいては三カ国における社会の環境認識を向上し、持続可能な社会の構築に資することを目的としています。

2015年10 25日 日 10 : 00　16 : 00月 岡山国際交流センター8階
イベントホール他

参加費 ● 無料　定員 ● 150名　言語 ● 日本語・英語

●主催 日中韓環境教育
ネットワーク岡山ESD推進協議会



東日本大震災の被災地の小中高生に向けた放課後塾による学習支援や、
高校生の進路への意欲を引き出すキャリア学習プログラムを運営する活
動事例を紹介します。

午後参加する分科会をご記入ください
所　属

フリガナ

氏　名

T E L

E-mail

ESDフォーラム2015in岡山  参加申込書

※必須

※必須
若者

企業

環境教育/TEEN16シンポジウム

市民協働・コミュニティ
希望する（A1サイズ1枚程度）

午前

プログラム

ゲストスピーカーによる事例発表

＜テーマ＞

若者が地域に出て、
もっと活動が広がっていくにはどうすればよいか

終了

岡山ESD推進協議会（岡山市ESD推進課内）
〒700-8544 岡山県岡山市北区大供1丁目1-1

電　話   086-803-1354
F A X   086-803-1777
E-mail  esd@city.okayama.jp

申込み方法・問合せ先

各分科会の報告
クロージング セッション

オープニング セッション

展示（パネル） ※展示申込の締切：10月15日（木）まで

事例発表 1      「若者」
NPO法人カタリバ
カタリ場 事業部長 横山 和毅 さん

「地域の方、一人ひとりの生命・健康を守る」という理念のもと、岡山県内
で薬局をしている。「未病・予防」をテーマに地域の方が健康で長生きで
きる環境を作るために、健康教室や健康まつりを開催し、地域住民が集
まる場所（お気に入り薬局）を目指している。地域と共に、持続可能な健
康社会を目指して取り組む事例を紹介します。

事例発表 2     「企業」
マスカット薬局 代表取締役社長 髙橋 正志 さん

伊勢三河湾に流れ込む河川流域において、上流域・中流域・下流域が連
携して持続可能な社会・地域づくりに向けた学習プログラムづくりを行っ
ている。中部ESD推進拠点（RCE中部）の取組や展望について紹介します。

事例発表 3     「環境教育・流域」
中部ESD推進拠点事務局
中部大学 准教授 古澤 礼太 さん

鳥取県鳥取市の旧鹿野町エリアにおいて、古民家や歴史の残る町並みな
どの地域資源を活かし、どのようにして住民を巻き込み、活動をひろげて
きたかを『地域の誇りは自分たちでつくる！ 人と資源を生かした「いん
しゅう鹿野」の持続可能なまちづくり』と題して紹介します。

事例発表 4    「市民協働・コミュニティ」
NPO法人 いんしゅう鹿野まちづくり協議会
副理事長・事務局長 小林 清 さん

TEENシンポジウムでは、中国、韓国の事例や地域の事例の紹介等を行い、
各分科会ではテーマにもとづいた話し合いを行います。

テーマごとの分科会

休憩

午後

分科会 1 「若者」

＜テーマ＞

持続可能な企業として、地域とどのように関わっていくべきか

分科会 2 「企業」

＜テーマ＞

住民主体の持続可能なコミュニティづくりを考える

分科会 4 「市民協働・コミュニティ」

＜テーマ＞

点から線、線から面への環境教育の広がりとつながりづくり

分科会 3
「環境教育/ TEEN16シンポジウム」

TEEN16シンポジウム・・・①中国、②韓国、③日本（岡山）＝小串小学校と
地域におけるESD実践事例の発表

参加をご希望の方は、参加申込書に必要事項をご記入
の上、電話・FAXまたはEmailにてお申し込み下さい。
（定員150名）


